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燃料電池等利⽤の⾶躍的拡⼤に向けた共通課題解決型産学官連携研究開発事業／共通課題解決型基盤技術開発／

⾼温低加湿作動を⽬指した⾰新的低⽩⾦化技術開発
P2-31

連絡先︓同志社⼤学 稲葉 稔
minaba@mail.doshisha.ac.jp

学校法⼈同志社、⽯福⾦属興業株式会社、東北⼤学、産業技術総合研究所、千葉⼤学

連絡先︓○○○
○○○○○○○○

研究開発の概要

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5
Current density (A/cm2)

C
el

l
vo

lt
ag

e
(V

)

NEDO2030 Target

Pt/Pd/C FY2019

触媒金属内部構造および表面修飾触媒金属内部構造および表面修飾

合金系触媒による高活性化（東北
大学、同志社大学、石福金属）

含窒素有機物修飾による高活
性化（産総研、千葉大学）

細孔内へのプロトン伝導性イオン液体
含浸→高温（100℃）低加湿対応

（同志社大学、千葉大学）

カーボン担体中の物質移動促進カーボン担体中の物質移動促進

Meso-
porous 
carbon

触媒の置かれる反応場を疎⽔化し、⾼活
性化、⾼耐久化を狙う

連通孔を有するカーボン担体による高
速酸素輸送（同志社大学、石福金属）

 MPCのメソ孔内に担持した触媒
 プロトン伝導性イオン液体含浸
 有機物表面修飾

実施体制（２０２４年度）

委託
ＮＥＤＯ（PM, PL, SPL） GL

・所属 学校法⼈同志社 同志社⼤学
・役職名 教授
・⽒名 稲葉 稔

指⽰・協議

⽯福⾦属興業株式会社
・草加⼯場（埼⽟）
・研究項⽬︓新規触媒の少量⽣産技術および
MEA評価技術の開発

国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所
・電池技術研究部⾨（⼤阪）
・研究項⽬︓⾼温低加湿に対応可能な有機物
修飾による触媒⾼活性化技術の開発

国⽴⼤学法⼈ 東北⼤学
・⼤学院環境科学研究科(宮城)
・研究項⽬︓酸化物および硫化物ミクロ構造制御に
よる⾼温対応モデル触媒開発

国⽴⼤学法⼈ 千葉⼤学
・⼤学院⼯学研究院（千葉）
・研究項⽬︓⾼温で⾼ORR活性を発現する活性
化因⼦の解析

PEFC評価解析プラットフォーム
⾃動⾞メーカー（LOI︓トヨタ、ホンダ、東芝、

Panasonic）
共同研究︓東洋炭素、ILメーカー

連携・サンプル評価

触媒粒⼦、担体、イオン液体含浸による⾼特性化

有機物修飾による⽔吸着抑制による⾼活性化
実触媒

実触媒

実触媒

モデル電極

モデル電極

（株）SCREENホールディングス(共同実施)
・彦根事業所（滋賀）
・研究項⽬︓開発した触媒を⽤いたMEA作製
技術の最適化

学校法⼈同志社
・同志社⼤学理⼯学部（京都）
・研究項⽬︓⾼温低加湿に対応可能な⾼酸素拡
散性を有する⾼活性触媒の開発

実触媒

MEA

国⽴⼤学法⼈ 島根⼤学（再委託）
・材料エネルギー学部（島根）
・研究項⽬︓Pt－⾼エントロピー合⾦の表⾯
劣化挙動解析

国⽴⼤学法⼈ ⼤阪⼤学（再委託）
・⼤学院基礎⼯学研究科（⼤阪）
・研究項⽬︓⾼温低加湿に対応可能な有
機物修飾による触媒⾼活性化技術の開発

プロジェクト開発目標

最終⽬標（2024年度）中間⽬標（2023年度）

プロジェクト内で開発された⾼活性化技術を組み合わせ
･RDE︓1500 A/g-PGM)
･MEA︓0.84V@0.2A/cm2,
≧ 0.60 V@3.0 A/cm2 （>100℃低加湿, 50kPaG
加圧）
･耐久性︓同程度の粒径のPt/Cの3倍

⾼活性触媒，MPC，プロトン伝導性ILを組み合わせ
・RDE: ≧ 1200 A/g-PGM@0.9 V
･MEA: ≧ 0.84 V@0.2 A/cm2,  ≧ 0.60 V@3.0 
A/cm2 (80℃, 30~60% RH)
･耐久性︓同程度の粒径のPt/Cの2倍

●本研究開発の全体⽬標

耐久性
0.6-0.95 V

MEA出力特性
@0.6 V

MEA触媒活性
@0.2 A/cm2

MEA評価条件RDE質量活性
(A/g-PGM@0.9V)

年度

-2.4 A/cm20.80 V80℃, RH100%7502020年7月

-3 A/cm20.84 V80℃, RH100%10002022年6月

Pt/Cの2倍3 A/cm20.84 V80℃, RH30-60%12002023年度末

Pt/Cの3倍3 A/cm20.84 V100℃, RH30-60%15002024年度末

⾚字は2022年6⽉SGで追加あるいは修正

●年度毎⽬標


